
番外編：どうする住み手の老いに対しては 



 
〈人口の推移〉 

・現在の人口は1,384人。 

 ピークの46％。 

・近年は横ばい傾向。 

・高齢化率は44％。 

〈居住世帯数の推移〉 

・現在710世帯。ピークに 

 対して49世帯減。 

・近年は若干増加傾向。  

・転入は若い世代が多い。  

・空き家は55戸。 

単位:人 

単位:世帯 

１．新狭山ハイツの社会的状況の変化 



 

２．コミュニティ活性化に向けた新たな挑戦 

 
・団地で誕生した「ＮＰＯグリーンオフィスさやま」（平成15 

 年）が自治会や管理組合法人とも協働し、「団地再生を 

 考えるプラットホーム」を提供。 

・そこから見えてきたコミュニティの課題を解決すべく下 

 記の３つのアクションを展開＞ 

  （１）アクション１：平成２３～２５年度 

  （２）アクション２：平成２５～２６年度 

  （３）アクション３：平成２９年度 

 

 

 



（１）アクション１：平成２３～２５年度 

・埼玉県の補助事業「地域課題解決型協働事業」（補助 

 金：120万円）を活かして『新生ハイツ３5年プランの作 

 成とその推進』に取り組む。 

          ＜主な取り組み成果＞ 

 

 

 

①たまり場機能の強化 
 →既存のたまり場＋集会所改修しコミカフェ・ココベリーの開業 
②住民福祉体制の拡充 
 →既存の生活支援・たすけあいの輪＋買物支援サービスに着手 
③環境の付加価値化 
 →既存の花壇（8か所）＋里親制度による花壇（2か所）増設 
④文化的環境の向上 
 →既存の手作り作品展の拡充、ブックスタートに着手 
⑤情報受発信機能の強化 
 →蓄積情報のアーカイブス化、ＨＰの拡充 
⑥空き室流動化の促進 
 →ハイツの魅力掲載のチラシ作成・配布  



たまり場機能の強化・コミカフェ  福祉の充実・買物支援サービス 

環境の付加価値化・里親花壇  文化的環境の拡充・ブックスタート 



新狭山ハイツ・ブランディングプロジェクト（ＳＢＰ）の基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ＳＢＰの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※点線下の事業は、団地再生事業協同組合の事業 

 

Copyright(c) 新狭山ハイツ・ブランディングプロジェクト All Rights Reserved. 

緑化倍増計画

新狭山ハイツ
誕生

まるた小屋
自力建設

わくわく自然園
自力建設

新生ハイツ
35年プラン作成
⇒ココベリー開業
⇒集会所改修
⇒アンケート調査
⇒買物支援
⇒ふれあい花壇
⇒手作り作品展

新狭山ハイツ・
ブランディング
プロジェクト

プロジェクトの目的
新狭山ハイツを築70年、80年まで住み継げる
強い団地にする。

新狭山ハイツ・ブランディングプロジェクト（ＳＢＰ）

目標達成への取組み
・ハイツならではの暮らしの魅力を体験する機会を作り、
ハイツの外へもＰＲする。

ex. 里カフェ、工房リノベーション、ＤＩＹイベント
・外へ向けてハイツの暮らしを情報発信する。

ex. ハイツのＨＰ公開、はいつ大使、特命大使の導入
・空室のオーナーへのアプローチを進め、活用を促す。

ex. はいつ新発見の郵送、相談窓口の設置

プロジェクトの目標
・ハイツの暮らしに魅力を感じる若者に情報を届ける。
・空室を活用し、ハイツへの若者移住を促進する。
・若い世代から次の担い手を育てる。

ハイツのこれまで＋ 地域の環境

ＤＩＹ ( Do It Yourself )

里並み

ＳＢＰが考えるハイツの暮らしの魅力

（１）クリエイティブな暮らし 

のＰＲ 

①作業小屋のリノベプロジェクトの推進 

②手作り（ＤＹＩ）イベントの開催 

③部屋のリノベーション・イベントの開催 

（２）素敵な郊外の暮らしの 

   ＰＲ 

①ブランディング・カフェの開催 

②里カフェの開催 

③パンフレット「ようこそ新狭山ハイツ 

 へ」の作成 

（３）情報提供・情報発信 ①はいつ特命大使の公募・任命 

②ニュース「はいつ新発見」の発行 

③ＳＢＰ専用のホームページの開設 

（４）インスペクション 

  （住宅点検・改修） 

①インスペクション（住宅点検）の実施 

②はいつ未来カフェの開催 

③住宅改修支援 

（２）アクション２：平成２５～２６年度 

・国交省の補助事業「住宅団地型既存住宅流通促進モ 

 デル事業」（補助金：337万円）を活かし、『新狭山ハイ 

 ツ・ブランディングプロジェクト（ＳＢＰ）』に取り組む。  

       ＜取組のコンセプトと主な成果＞ 

ＤＩＹの活動拠点「工房」の改修＆イベントの開催、おたがいさま里
食堂の開催・はいつ特命大使の任命・空き室リノベーションの推進 

 ＳＢＰのコンセプト 

   ・ＤＩＹ 

   ・里並み 

ハイツはこれまで自力建設にこだわってきた 

ハイツの魅力は団地・周辺も緑豊かな環境 

これらの自力建設事業で 

国・県・市から１０余りの表彰 



        はいつ特命大使の公募・任命 

・はいつ特命大使を公募→3名を任命・シェアハウスに 

 入居→その後交代はあるものの、現在女性3名入居。 

・大使の役割はブログでハイツや狭山市の魅力を発信 

 することが条件。こうした取り組みが注目され、毎日新 

 聞・東京新聞・読売新聞に掲載。 

シェアハウスのオーナーは「団
地生活デザイン」の山本氏 

※入居者負担：部屋代3万円
＋光熱水費7千円） 



ＤＩＹの活動拠点として工房の改修・ＤＩＹのイベントの開催 

里でみんなで収穫・調理・旬菜を楽しむ・おたがいさま里食堂の開催 



（３）アクション３：平成２９年度 

・ハウジングアンドコミュニティ財団の助成金（110万円）を 

 活かし「団地版空き部屋バンクと空き部屋モデルルーム 

 づくり」に取り組む。 

   

 モデルルームで内覧会と 

 相談会を開催。内装ワーク  

 ショップも開催。 

持ち主から5年間サブリース
（家賃：15,000円）し、モデル
ルームとしてリノベ―ション。 





ご関心のある方は下記へアクセスして下さい 

• ホームページ：http://www.go-sayama.net  

• Email：momo.kezuka@nifty.com  

http://www.go-sayama.net/
http://www.go-sayama.net/
http://www.go-sayama.net/
mailto:momo.kezuka@nifty.com

